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A貴重なジャコウジ力のはく製

τERVlIEW 

風に乗せて

オーケストラ

爽やかなカリブの

-ステ ィール・スキヤキ

福
野
町
で
誕
生
し
た
ス
キ
ヤ
キ

・
ス
テ
ィ
ー

ル

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
こ
の
た
び
カ
リ
ブ
海

の
島
国
、
卜
リ
ニ
ダ
!
ド

・
ト
パ
ゴ
で
開
催
さ

れ
た
ス
テ
ィ

l
ル

・
ド
ラ
ム
の
祭
典

N

パ
ノ
ラ

マ
・
コ
ン
ク
ー
ル
H

に
出
演
し
ま
し
た
。
「結

成
当
初
は
、
自
分
た
ち
が
本
場
で
演
奏
す
る
な

ん
て
想
像
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」
と
語
る
の

は
、
副
団
長
と
し
て
参
加
し
た
水
上
浩
一
さ
ん
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ス
テ
ィ
!
ル
ド
ラ
ム
発

祥
の
地
、
ト
リ
ニ
ダ

l
ド

・
ト
パ
ゴ
で
毎
年
行

わ
れ
、
国
中
の
バ
ン
ド
が

一
堂
に
会
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
。
ス
キ
ヤ
キ

・
ス
テ
ィ
1

ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
ま
ず
市
街

パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
「
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
楽
器
を
積
ん
で
、
演
奏
し
な

が
ら
街
を
練
り
歩
く
ん
で
す
が
、
沿
道
は
す
ご
い
人
だ
か
り
で
と
て
も

興
奮
し
ま
し
た
」
。
続
い
て
、
各
部
門
の
優
勝
者
が
登
場
す
る
最
終
日
の

F

チ
ャ
ン
プ
ス

・
イ
ン

・
コ
ン
サ
ー
ト
H

に
ゲ
ス
ト
出
演
。
東
洋
か
ら

は
る
ば
る
や
っ
て
来
た
楽
団
の
演
奏
が
始
ま
る
と
、
約
五
千
人
の
聴
衆

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

三
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど
三
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
が
、
あ
れ
ほ
ど

熱
狂
し
て
も
ら
え
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」
。

同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
誕
生
し
た
の
が

一
昨
年
の
夏
。
以
来
、
日
々
の

練
習
は
も
ち
ろ
ん
、
ト
リ
ニ
ダ
1

ド
・
ト
パ
ゴ
か
ら
指
導
者
を
招
い
て

腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
「
ス
テ
ィ

l
ル
・
ド
ラ
ム
の
魅
力
は
、
何
と
い

っ
て
も
美
し
い
音
色
で
す
。
で
も
、
こ
れ
は
生
演
奏
じ
ゃ
な
い
と
な
か

な
か
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
。
ぜ
ひ
実
際
の
ス
テ
ー
ジ
を
聴
き
に
来
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
水
上
さ
ん
。

帰
国
間
近
に
な
る
と
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
「
帰
り
た
く
な
い
」
を
連
発

し
て
い
た
と
の
こ
と
。
「
そ
れ
だ
け
こ
の
国
の
お
お
ら
か
な
国
民
性
が
気

に
入
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
テ
ィ

l
ル

・
ド
ラ
ム
と
い
う
楽
器

が
完
全
に
大
衆
に
溶
け
込
ん
で
い
た
こ
と
に
も
感
激
し
ま
し
た
ね
。
機

会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ま
た
行
き
た
い
で
す
」
。

本
場
で
の
貴
重
な
体
験
を
生
か
し
、
ス
キ
ヤ
キ
・
ス
テ
ィ

l
ル
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
に
爽
や
か
な
カ
リ
ブ
の
風
を
運

ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

越中売薬の歴史が手に取るように
一県民会館分館金岡邸一

企乳鉢などの道具が並，j，

幕
末
か
ら
薬
種
商
を
営
ん
で
い
た
金
岡
家
、が
、
昭
和
五
十
六
年
に
邸
宅
を
県
に
寄

贈
後
、
売
薬
資
料
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
が
、
県
民
会
館
分
館
「
金
岡
邸
」

で
す
。
さ
っ
そ
く
館
長
の
水
野
さ
ん
に
邸
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

通
り
に
面
し
た
母
屋
は
、
約
百
五
十
年
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
四
体
の
番
頭
人

た
ん

す

形
や
壁
一
面
に
張
り
詰
め
ら
れ
た
薬
箪
笥
が
、
当
時
の
薬
種
問
屋
の
様
子
を
現
酢
に

伝
え
て
い
ま
す
。
片
隅
に
は
、
中
国
の
科
学
院
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
の

は
く
製
を
展
示
。
雄
の
お
腹
に
あ
る
香
袋
は
六
神
丸
の
原
料
に
な
る
と
と
で
有
名
で

す
が
、
今
は
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
取
引
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

廊
下
に
は
、
生
薬
な
ど
薬
の
原
料
が
約
二
百
種
類
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
に

は
、
ク
ジ
ラ
の
仲
間
、

H

イ
ッ
カ
ク
H

の
長
い
角
も
あ
り
、
こ
ん
な
物
ま
で
が
薬
に

な
る
こ
と
に
正
直
驚
き
ま
し
た
。
奥
に
は
、
薬
の
製
造
に
使
っ
て
い
た
い
ろ
ん
な
道

具
が
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
売
薬
さ
ん
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
概
借
有
や
、
お
ま

け
と
し
て
用
い
ら
れ
た
売
薬
版
画
な
ど
も
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

金
岡
邸
に
は
、
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
新
屋
と
呼
ば
れ
「
斗
|

る
別
棟
、か
あ
り
ま
す
。
「
当
時
の
建
築
技
術
の
粋
を
集
め
た
一
璽

も
の
で
、
さ
し
す
め
富
山
の
迎
賓
館
と
も
い
え
ま
す
ね
」
と
一
週

刷

水
野
館
長
。

こ
と
は
、
茶
道
や
華
道
な
ど
文
化
活
動
の
場
と
一

L
聞

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

一国

噺

嵐山昭
一
士
巾

年
間
一
万
三
千
人
も
の
入
場
者
が
あ
る
と
い
う
金
岡
邸
で
一
咽
一劃

す
が
、
そ
の
八
割
が
県
外
の
人
だ
そ
う
で
す
。
私
も
今
回
初
一
堅

企

め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、
も

っ
と
県
内
の
人
に
も
越
中
売
薬
の
一
喜
一
在

歴

史

に

触

れ

て

ほ

し

い

と

思

い

ま

し

た

。

所

(県立技術専門学院)美幸さんレポーター:林
(表紙の人)
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3月号もく じ

企 生薬の数々を展示

最高の素材と最高の技術を集めた「新屋j 砂

毎週火曜日

一般200円 生徒児童100円

※新屋の使用 (文化活動に限る)は要申込み

ft 0764 (33) 1684 
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ま
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岡
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花
と
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の
ま
ち
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く
り
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日
本

一
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花
と
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の
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を
め
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し
て
1
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ト
ピ
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ク
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/
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イ
メ
ー
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デ
ィ
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タ
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写
真
/
松

田

勉

(富
山
県
写
真
家
協
会
会
員
)

詩
/
池

田

瑛

子

(富
山
現
代
詩
人
会
会
員
)

nu 

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
(
婦
中
町
)

①
朝
日
ラ
イ
デ
イ
ン
タ
パ
ー
ク

⑧
女
声
合
唱
団
「
コ
l
ル
・
ザ
ン
コ
」

⑧
古
物
収
集
家
川
口
竹
雄
さ
ん

2
 

エッ
セイ
/酒
井
和
信
子

(
富
山
県
華
道
連
合
会
常
任
理
事
)

。“

富
山
県
心
の
健
康
セ
ン
タ
ー
開
設

d
守

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

G
U
 

暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス

・:・:・・::・・表
3

と
や
ま
の
祭
事
記
/

か
ん
み
そ
さ
い

神

衣

祭

(立
山
町
芦
船
寺
)



花
と
緑
の
県
別
つ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ち

ぐ
る
み

・
職
場
ぐ
る
み
で
地
域
緑
化
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
緑
化
活
動
が
創
意
と
工
夫
あ
ふ
れ
る
県

民
運
動

J
Uて
、
ま
た
、
新
し
い
地
域
活
動
と
し
て
継
続

す
る
よ
う
緑
花
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
ほ
か
、
花
と
緑

の
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
仲
間
"
つ
く
り
、
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
花
と
緑
の
銀
行
な
ど
の
推
進
組
織

に
よ
る
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

※
緑
花
本
県
独
自
の
表
記
。
計
画
や
組
織
に
つ
い
て
用
い
る
。

会
穏
と
緑
の
銀
行
の
充
実
・
強
化

すすめよ~g
強告緑@ま~~~り

県
民
み
ん
な
で
花
と
緑
の
県
土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
そ
の

中
核
的
組
織
と
な
る
「
花
と
緑
の
銀
行
」
の
機
能
の

一
層
の
充

実

・
強
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

《
目
標
》

~日本一の花と緑の県をめざして~

、

2 

私
た
ち
の
言
語
り
と
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
花
と
緑
。
ノ

ωの
豊
か
さ
や
生
活
の
ゆ
と
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
回
、
自
然

に
恵
ま
れ
た
県
土
を
守
り
、
花
と
緑
に
包
ま
れ
た
美
し
い
ふ
る
さ

と
を
つ
く
る
こ
と
は
、
私
た
ち
県
民
の
願
い
で
す
。

ま
た
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
第
十
三
回
全
国
都
市
緑
化
と
や
ま

フ
ェ
ア
」
を
契
機
に
、
花
と
緑
に
対
す
る
開
。
が
一
層
高
ま
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
芯
な
か
、
県
で
は
、
平
成
三
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た

『
新
富
山
県
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
、
「
花
と
緑
を
す
す
め

る
」
、
「
花
と
緑
を
つ
く
る
」
、
「
穏
と
緑
に
し
た
し
む
」
の
3
つ
の

f
柱
の
も
と
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

、

富山県;
降リーン

フラン

富
山
県
は
、

三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
立
山
連

峰
か
ら
緑
の
田
園
地
帯
、

グ
不
思
議
の
海
。

富
山
湾
ま
で
、

美
し
く
豊
か
な
自
然
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
条
件
の
う
え
に
、

み
ん
な
で
生
活
環
境
の
緑
化
を
す
す
め
、
う

る
お
い
に
満
ち
た
「
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
」
を
め
ざ
す
た
め
、

県
で
は
平
成
三
年、

「新
富
山
県
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
」
(
計
画
期

間
一
平
成
三
年
度
j
平
成
十
二
年
度
の
十
年
間
)
を
策
定
し
、
現

在
こ
の

0

フ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
各
種
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

以
下
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
三
つ
の
柱
と
、
そ
の
各
々
の
施
策
等
を

紹
介
し
ま
す
。

各
地
域
や
学
校
、
職

場
で
の
緑
化
活
動
が
活

性
化
す
る
よ
う
グ
ル
ー

プ
の
育
成
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
花
と
緑

の
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
グ
リ
ー
ン
キ

l
パ

l

(
花
と
緑
の
銀
行
が

委
嘱
す
る
花
と
緑
の
指

導
員
)
の
増
員
に
努
め

て
い
る
ほ
か
、
研
修
等

を
実
施
し
て
そ
の
資
質

の
向
上
を
図
っ
て
い

ま

す
。な

お
、
と
や
ま
緑
化

祭
で
は
、
グ
リ
ー
ン
キ

l
パ
l
の
皆
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
メ

イ
ン
会
場
の
花
壇
の
手

入
れ
な
ど
に
活
躍
し
ま

し
た
。

花
と
緑
の
グ
ル
ー
プ
数

平
成
二
年

1
、
8
9
4
↓
平
成
十
二
年
目
標

3
、
0
0
0

(平
成
七
年
度
末
現
在

2
、
7
5
0
)

会
穏
と
緑
の
グ
ル
ー
プ
づ
く
り

(
財
)
花
と
緑
の
銀
行

花
と
緑
の
県
づ
く
り
運
動
の
推
進
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ

た
富
山
県
独
自
の
財
団
法
人
。

広
く
県
民
の
参
加
と
協
力
の
も
と
、
花
と
緑
の
普
及
啓
発

や
花
と
緑
の
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
種
苗
の
提
供
、
相
談
指

導
・
情
報
提
供
芯
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
キ

i
パ
l
数

平
成
二
年

3
1
1名
↓
平
成
十
二
年
目
標

(平
成
八
年
六
月
現
在

1
、
0
3
9名
)

2
、
3
1
1
名

会
穏
と
緑
の
地
域
計
画
の
策
定
等

各
市
町
村
の
個
性
を
生
か
し
た
地
域
性
豊
か
な
市
町
村
緑
花
計

画
の
策
定
や
、
地
域
住
民
の
合
意
形
成
に
よ
る
地
域
花
と
緑
の
協

定
の
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。

《
地
域
花
と
緑
の
協
定
》

地
域
花
と
緑
の
協
定
に
は
、
法
律
や
市
町
村
の
条
例
に

基
づ
い
て
締
結
さ
れ
る
も
の
と
、
地
域
住
民
の
閏
で
緑
化

の
合
意
が
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

砺
波
市
で
は
、
「
砺
波
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

に
基
づ
き
、
市
と
町
内
会
等
が
花
と
緑
の
協
定
を
締
結
し

て
い
る
ほ
か
、
市
内
に
十
七
の
「
花
と
緑
の
推
進
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、
台
地
区
の
代
表
や
婦
人
会
な
ど
が
メ
ン
バ

ー
と
芯
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
自
主
的
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

花と緑を

つくる

植
物
公
園
な
ど
花
と
緑
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
の
整
備
や
、

家
庭
、
工
場
、
商
屈
街
な
ど
の
緑
化
、
道
路
や
河
川
な
ど
を
利
用

し
た
緑
の
ベ
ル
ト
づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
花
と
緑
に

よ
る

μ

と
や
ま
ら
し
さ
μ

の
創
造
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

3 



中央植物園砂

すすゅよさ~ g 
砲と録⑭怠富三三〈り

会
富
山
県
植
物
公
圏
構
想

富山県植物公圏構想体系図

会
花
と
緑
の
拠
点
づ
く
り

県
内
の
優
れ
た
植
生
地
や
公
園

・
緑
地
な
ど
を
活
用

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
持
つ
専
門
植
物
園
を
県
内

各
地
に
配
置
し
、
こ
れ
ら
を
中
央
植
物
園
を
核
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
と
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て

一
つ
の

総
合
的
な
植
物
公
園
の
形
成
を
め
ざ
す
の
が
、
富
山
県

植
物
公
圏
構
想
で
す
。

都
市
公
園
や
農
村
公
園
な
ど
の
整
備
を
は
じ
め
、

学
校
や
公
共

施
設
の
緑
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
三
十
七
か
所
の
「
と
や
ま
花
の
名
所
」
(
平
成
元

年
選
定
)
の
見
直
し
と
追
加
選
定
を
行
う
と
と
も
に
、
開
花
状
況

な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
名
所

n

つ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

《
植
物
公
園
の
整
備
状
況
》

富
山
県
中
央
植
物
園
(
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
)

専
門
植
物
園

富
山
県
花
総
合
セ
ン
タ
ー
(
工
レ
ガ
ガ
ー
デ
ン
)

県
民
公
園
頼
成
の
森
水
生
植
物
園

林
業
試
験
場
樹
木
園

主
山
町
吉
峰
山
野
草
園

氷
見
市
海
浜
植
物
園

福
野
町
園
芸
植
物
園
(
今
年
五
月
開
園
予
定
)

29 
ha 

《
公
園
面
積
目
標
》

都
市
公
園
(
都
市
計
画
区
域
内
人
口

l
人
当
た
り
面
積
)

平
成
元
年

9.m↓
平
成
十
二
年
目
標
旧
・

5
2
m

(
平
成
七
年
度
末

m
・
9
am
)

農
村
公
園
(
県
内
延
べ
面
積
)

平
成
二
年
制
か
所

mm
・

-
M

↓
平
成
十
二
年
目
標

1
4
2
か
所

(
平
成
七
年
度
末

1
0
5
か
所
包
・

6
陥
)

会
稽
と
緑
の

ベ
ル
ト
づ
く
り

と
や
ま
の
み
ち
B
I
G
作
戦
に
よ
る
道
路

の
緑
化
や
、
河
川
、
海
岸
な
ど
の
花
と
緑
の

ベ
ル
ト
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

《
と
や
ま
の
み
ち

B
l
G
作
戦
》

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
「
き
れ
い

で
魅
力
あ
る
と
や
ま
の
み
ち
」
の
創

出
を
め
ざ
し
、
美
し
く

(
B
e
a
u

t
i
f
u
l
)
、
と
や
ま
ら
し
く

(
i

d
e
n
t
i
t
y
)、
緑
あ
ふ
れ
る

(
G
r
e
e
n
)
の
三
つ
の
方
針
に
基

づ
き
、
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

女
身
近
な
緑
の
保
全

女
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

4 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が
、
楽
し
み
な
が
ら
花
や

緑
の
知
識
を
深
め
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
、
四
季
を
通
じ
て
多
彩

な
緑
化
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

安
穏
と
緑
の

意
識
の
高
揚

緑
化
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
県
内
各
地
の
花
の
名
所
等
で

は
四
季
折
々
に
様
々
な
花
と
緑
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
植
物
園
で
は
企
画
展

示
を
は
じ
め
、
テ
l
マ
に
そ
っ
た

、

解
説
が
楽
し
い
「
日
曜
植
物
案

内
」
、
植
物
の
専
門
家
を
招
い
て

の
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
県
民

の
植
物
に
対
す
る
知
識
や
関
心
を
深
め
て
い
ま
す
。

女
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
や
花
と
緑
の
街
か
ど
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
行

い
、
す
ぐ
れ
た
活
動
事
例
を
表
彰
し
て
い
る
ほ
か
、

全
国
規
模
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

富
山
県
に
お
け
る
取
り
組

み
の
成
果
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
婦
人
会
の
美
化
活
動
か
ら
出
発
し
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
八
年
に
置
県
百
年
花
壇
が
経
田

駅
前
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
世
話
を
す
る
た
め
の
グ

ル
ー
プ
と
し
て
「
花
の
愛
沼
会
」
が
独
立
し
ま
し

た
。
最
初
は
五
、
六
人
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
今

で
は
三
十
六
人
を
数
え
ま
す
。
会
の
発
足
前
を
あ

わ
せ
る
と
延
べ
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
今
回
の
受
賞
は
、
長
年
の
活
動
の

継
続
が
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
鉄
道
沿
線
の
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
街
道
や
、
海
岸
線

の
力
ン
ナ
や
コ
ス
モ
ス
の
街
道
づ
く
り
も
手
が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
ゴ
ミ
を
利
用
し
た
肥
料
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

花
の
苗
は
、
花
と
線
の
銀
行
か
ら
提
供
し
て
も
ら
い
ま
す

が
、
会
員
が
集
ま
っ
て
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
芯
ど
を
話
し
合
う

の
は
楽
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
小
学
校
や
保
青
園
の
児
童
が

花
壇
を
訪
れ
、
先
生
が
花
の
名
前
な
ど
を
教
え
て
い
る
光
景

を
自
に
す
る
と
本
当
に
嬉
し
い
も
の
で
す
よ
。

巨
木
や
名
木
な
ど
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
樹
木

に
つ
い
て
は
、
「
天
然
記
念
物
」
や
「
保
存
樹
木
」

等
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者
や
地
域
住

民
の
理
解
を
深
め
て
自
発
的
な
保
存
が
な
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

県
を
代
表
す
る
風
景
地
で
あ
る
県
定
公
園
の

指
定
(
平
成
七
年
度
末
十
二
か
所
、
九
、

六
六

六
b
)
や
、
県
民
公
園
の
設
置
運
営
を
通
し
て
、

身
近
で
優
れ
た
緑
を
有
す
る
環
境
の
保
全
や
そ

の
適
正
な
活
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

結
び
に
か
え
て

住
宅
地
な
ど
生
活
環
境
の
緑
化
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
、
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
美
し
い
県
土
哨つ
く
り

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
人
レ

ベ
ル
で
身
近
な
緑
化
に
取
り
組
み
、

家
庭
か
ら
職
場
、

さ
ら
に
は
地
域
へ
と
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
す
。

県
民

一
人
ひ
と
り
が
、
生
活
の
中
の
花
と
緑
を
見
つ

め
、
う
る
お
い
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
、
「
日
本

一
の
花
と

緑
の
県
」

"つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

d

司
花
い

っ
ぱ
い
の
才
川
さ
ん
宅
前

全国花のまちづくりコンクール団体部門

農称水産大臣賞
魚津市経田花の愛沼会

代表武田ゆりこさん

才川静予さん(福野町)

父
が
菊
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
た

の
で
、
害
ど
も
の
頃
か
ら
花
が
招
き

で
し
た
。
最
初
は
、
小
規
模
な
花
壇
一

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
五
年
前
に
県
の

「
花
と
緑
の
街
か
ど
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

街
か
ど
員
を
受
賞
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
花
壇
づ
く
り
に
も
自
ず
と
力

が
入
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

日
中
は
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
花
直
一
の
世
話
は
ど
う
し
て

も
夜
に
な
り
ま
す
。
春
先
の
植
え
つ
け
な
ど
は
深
夜
ま
で
か
か

り
ま
す
が
、
同
灯
き
広
こ
と
な
の
で
舌
に
な
り
ま
せ
ん
。
花
は
手

を
か
け
る
だ
け
応
え
て
く
れ
る
の
で
、
花
づ
く
り
に
は
、
寺
ど

も
を
育
て
る
の
に
似
た
喜
び
が
あ
り
ま
す
ね
。

福
野
町
で
は
、
二
家
に
一
鉢
の
花
を
育
て
軒
先
に
置

こ
う
と
い
う
運
動
や
、
毎
年
五
月
の
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
な
ど
、
緑
化
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

も
し
機
会
が
あ
れ
ば
、
ヱ
J

ど
も
た
ち
に
花
づ
く
り
を

教
え
た
い
で
す
。
花
を
育
て
る
こ
と
は
、
生
き
物
に
対

す
る
優
し
い
気
持
ち
を
青
み
ま
す
か
ら
・
・
・
。

全国花のまちづくりコンクール個人部門

審査委員会奨副賞

....経団駅前につくられた花壇
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高
野

昔
の
一言
葉
を
大
切
に
す
る
大
会
と
い
う
の

は
少
な
い
で
す
ね
。
方
言
で
話
を
す
る
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
を
聞
き
、
聞
い
て
い
て
美
し
く
表
現

で
き
た
人
を
表
彰
し
た
り
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

滝
田

昔
、
大
阪
の
地
下
鉄
で
、

大
阪
弁
を
使
う
と
い
う
の
を
や
っ
た
そ
う
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ロ

ー
カ
ル
番
組
な
ど
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
全
て
富
山
弁
で
や
る
「
富
山
弁
の

日
」
が
あ
れ
ば
面
白
い
で
し
ょ
う
ね
。 一

日
じ
ゅ
う

藤
子

先
程
の
「
十
二
歳
を
祝
う
日
」
と
組
み

合
わ
せ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
と
か
・;
。
富
山
に
は
、
優
し
い
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
い
い
方
言
、
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
「何
々
し
ら
れ
ん
な
」
と
か
ね
。
そ
ん

な
方
言
を
い
ま
捉
え
て
お
か
な
い
と
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
よ
。
方
言
で
も
十
分
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
る
も
の
な
ん
で
す
。

木
崎

そ
う
で
す
ね
。
逆
に
標
準
語
で
し
か
表

現
で
き
な
か
っ
た
ら
、
文
化
は
貧
し
く
な
り
ま

す
。
標
準
語
は

一
種
の
記
号
で
す
か
ら
。
そ
の

意
味
で
、
方
言
が
伝
え
る
命
み
た
い
な
も
の
を
、

生
活
の
中
で
普
遍
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

トピックス

マ唱幽』

富
山
県
の
独
自
性
を

活
か
す
た
め
に

山
田

大
山
町
で
恐
竜
の
足
跡
化
石
と
い
っ
し

ょ
に
鳥
の
足
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
県

の
友
好
提
携
先
の
遼
寧
省
で
は
、
遼
寧
鳥
と
い

う
の
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
今
ま
で
の

生
物
学
の
常
識
を
覆
す
大
発
見
な
ん
で
す
。
遼

寧
省
と
化
石
を
通
じ
た
新
し
い
協
力
体
制
を
つ

く
る
と
と
も
に
、
「
鳥
」
と
い
う
独
自
性
を
発
揮

し
て
い
け
ば

P
R
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

高
野

富
山
の
老
人
ホ

l
ム
で
は
、
「
自
分
た
ち

の
畑
が
欲
し
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
が
東
京
だ
っ
た
ら
「
何
を
ふ
ざ
け
て

い
る
ん
だ
」
と
い
う
ご
と
に
な
る
。
そ
う
考
え

る
と
富
山
県
は
す
ご
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
。

木
崎

三
世
代
同
居
率
が
高
い
富
山
県
ら
し
い

施
設
の
運
営
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
間
も

な
く
オ
ー
プ
ン
す
る
「
と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
」
に
し
て
も
、
富
山
に
は
仕
事
を
し
な
が

ら
三
世
代
同
居
を
し
て
い
る
す
ご
い
女
性
が
多

い
か
ら
、
自
由
に
運
営
し
て
も
ら
え
ば
素
晴
ら

し
い
施
設
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

企長j撃忠徳さん

企藤子不二雄⑧さん

企木崎さと子さん
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企滝田洋二郎さん

A高野悦子さん

県
外
で
活
躍
す
る
富
山
県
ゆ
か
り
の
方
々
に

よ
る

「
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
懇
談
会
」
が

一
月
二
十
四
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
聞
か
れ
ま

E

レ
hι

。

え
行
動
す
る
資
格
が
あ
る
」
と
い
う
自
覚
を
持

た
せ
る
意
昧
で
も
、
い
い
提
案
だ
と
思
い
ま
す

ね
。

長
津

法
律
の
定
め
が
あ
る
か
ら

H

成
人
式
H

と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
考
え
て
み
れ

ば
二
十
歳
ま
で
子
ど
も
は
社
会
的
に
認
め
ら
れ

な
い
わ
け
で
す
。

当
日
は
、
県
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
う

ち
、
木
崎
さ
と
子
さ
ん

(作
家
)
、
高
野
悦
子
さ

ん
(
岩
波
ホ

l
ル
総
支
配
人
)
、
滝
田
洋
二
郎
さ

ん
(
映
画
監
督
)
、
長
津
忠
徳
さ
ん

(デ
ザ
イ
ナ

ー
)
、
藤
子
不
二
雄
⑧
さ
ん

(漫
画
家
)
、
山
田

允
夫
さ
ん

(
N
H
K
会
友
)
の
六
人
が
参
加
。

以
下
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

長
津

十
二
歳
は
、
肉
体
的
、
精
神
的
な
成
長

は
も
ち
ろ
ん
、
公
共
料
金
が
大
人
扱
い
に
な
っ

た
り
、
小
学
校
の
小
さ
な
エ
リ
ア
か
ら
活
動
領

域
が
広
が
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
意
昧
に
お
い
て

節
目
の
年
齢
で
す
。
そ
こ
で
「
十
二
歳
を
祝
う

日
」
を
設
け
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
参
加
を
祝

っ
て
あ
げ
る
機
会
に
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
十
二
歳
を
祝
う
日
」
を

滝
田

学
校
制
度
の
中
で
は
、
大
き
な
節
目
は

十
八
歳
で
す
し
、
社
会
的
節
目
が

二
十
歳
だ
か

ら
や
や
こ
し
い
で
す
ね
。

長
津

そ
の
通
り
。
だ
か
ら
、
そ
の
前
に
し
っ

か
り
祝

っ
て
あ
げ
て
、
地
域
社
会
と
い
う
も
の

を
自
覚
し
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
ん
で
す
よ
。

も
っ
と
「
方
吾
E
を
見
直
そ
う

「あ

木
崎

富
山
の
各
地
域
じ
は
、
長
い
年
月
を
経

て
今
に
伝
わ
る
方
言
を
話
せ
る
お
年
寄
り
た
ち

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
に
子
ど

も
た
ち
が
方
言
を
口
移
し
で
教
わ
る
機
会
を
設

け
れ
ば
、
日
本
語
全
体
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
野

先
日
、
あ
る
中
学
校
で
の
講
演
で

な
た
達
は
も
う
大
人
で
、
い
ま
考
え
て
い
る
こ

と
が

一
生
を
左
右
す
る
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、

み
ん
な
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
「
自
分
で
考

富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
貢
献
者
感
謝
状
(
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
賞
)
の
贈
呈
式
が

一
月
二
十
三
日
、
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
制
作
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
社
長

の
津
田
隆
治
さ
ん
と
、
女
優
の
柴
田
理
恵
さ
ん
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

津
田
さ
ん
は
、
「
東
阪
企
画
」
の
設
立
以
来
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

『裸
の
大

将
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を
通
じ
て
富
山
県
を
全
国
に

P
R
。
ま
た
昨
年
は
、

「
と
や
ま
緑
化
祭
」
の
企
画
委
員
、
「
国
民
文
化
祭
と
や
ま
」
の
審
査
員
と
し
て
成
功
に

貢
献
し
ま
し
た
。
柴
田
さ
ん
は
、
劇
団

「
W
A
H
A
H
A
本
舗
」
の
旗
揚
げ
以
来
、
多

数
の
テ
レ
ビ
番
組
等
へ
の
出
演
を
通
じ
て
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
ほ

か
、
「
人
口
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
講
演
す
る
な
ど
県
の
事
業
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

中
沖
知
事
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
津
田
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
富
山
を
明
る
く
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
当
日
出
席
で
き
な

か
っ
た
柴
田
さ
ん
か
ら
は
、
「
私
は
富
山
県
が
大
好
き
。
こ
れ
か
ら
も
仕
事
の
中
で
、

富
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

県民の心に
夢と希望を

イメージアップ賞贈呈式

企山田允夫さん
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るさと
である記

し、iJ、2うごっ

|際関.朝日ライテ=ィングパーク|

乗馬体験は

。
婦
中
町
の
概
要

米
米
ー
米
米
米
米
米
ー
米
ー
米
ー
米
ー
米
半
米
米
半
米

富
山
市
街
と
隣
接
し
、
住
宅
造
成
や
企
業
誘
致
が
進
ん
だ
た
め
、
人
口

は
県
内
町
村
で
最
も
多
い
。

一
方
、
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
町

西
部
に
広
が
る
E
陵
地
一
体
は
、
北
叡
山
各
願
寺
や
大
塚
古
墳
が
あ
る

「
い
に
し
え
の
里
」
で
も
あ
る
。

春
の
各
願
寺
庭
園
で
の
「
ふ
ち
ゅ
う
曲
水
の
宴
」
、
秋
の
安
田
城
祉

「
月
見
の
宴
」
な
ど
、
伝
統
を
重
ん
じ
た
雅
び
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。

来
、
つ
字
、
-
つ

自
然
の
風
を
浴
び
な
が
ら
楓
爽
と
馬
を
操
る
。

そ
ん
な
素
敵
な
乗
馬
体
験
を
気
軽
に
楽
し
め
る
と

人
気
を
集
め
て
い
る
の
が

「
朝
日
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

パ
ー
ク
」
だ
。

「
馬
に
触
る
の
が
初
め
て
と
い
う
方
に
も
乗
馬

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
竹
田
浩
志
さ
ん
。
こ
こ
に
は
、
初
心
者
を

対
象
と
し
た
乗
馬
体
験
コ

l
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
親
切
な
指
導

が
好
評
だ
。
「
ナ
イ
タ

ー
設
備
や
屋
内
馬
場
を
完
備
し
て
い
る
の
で
、

一
年
中
い
つ
で
も
練
習
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
ニ
ン
ジ
ン
を
与
え
た
り

し
て
馬
と
触
れ
あ
え
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
」
。

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

企竹田;告志さん

や
ポ
ニ

ー
な
ど
四

十
四
頭
の
馬
の
世

話
を
す
る
の
は
、

竹
田
さ
ん
を
は
じ

め
と
し
た
八
人
の

ス
タ
ッ
フ
。
厩
舎

の
掃
除
や
餌
を
与

え
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん

、
馬
の

コ
ン
-
ア
ィ
シ
ョ

ン
を
整
え
る
た

め
の
運
動
は

一

日
た
り
と
も
欠

か
せ
な
い
。
「
元

気
か
ど
う
か

心

配
で
、
休
日
で

も
馬
の
顔
を
の
ぞ
き
に
来
て
し
ま
い
ま
す
」
と
竹
田
さ
ん
は
に
っ
こ

り
と
微
笑
む
。

「
馬
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
お
も
し
ろ
さ
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
い
う
竹
田
さ
ん
。
動
物
好

き
の
人
、
乗
馬
に
興
昧
の
あ
る
人
は
、

一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
。

人口/33，384人

面積/68.04krri

(平成 9年 1月 27日現在)

公のハ(モニ(奏でよう、菅の生活用具を次代に殺したい

企気軽に馬と触れあえる

「
十
二
年
前
、
中
央
公
民
館
の
生
涯
学
習

サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
た
っ
た
四
人
で
ス
タ

ー
ト
し
た
ん
で
す
よ
」
と
語
る
の
は
女
声

合
唱
団
「
コ

l
ル
・
サ
ン
ゴ
」
代
表
の
草

野
澄
子
さ
ん
。
グ

ル
ー
プ
名
は
、
町
の
木

「
さ
ん
ご
樹
」
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
。

「
『
集
っ
た
ら
楽
し
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

い
つ
も
心
の
通
い
合
う
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏

で
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
草
野

さ
ん
。
現
在
は
、
大
き
な
戸
で
歌
う
こ
と

が
大
好
き
と
い
う
女
性
二
十
四
人
が
、
週

一
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
婦
中
町
文

ろ

く

じ

化
芸
能
祭
や
演
劇
グ
ル
ー
プ
「
六
治
古
」

の
パ

ッ
ク

コ
ー
ラ
ス
に
参
加
す
る
な
ど
地

道
な
活
動
を
継
続
し
て
き
た
と
と
が
評
価

さ
れ
、
平
成
七
年
に
は
上
婦
負
社
会
教
育

優

良

団

体

と

し
て
表
彰
さ
れ
た
。
そ
し
て
昨
年
、
さ
ん
ご
樹
が
真
っ
赤
な
実

を
結
ぶ
九
月
に
、
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
「
ポ
ス
タ

ー
や
チ
ラ
シ
、
当
日
の
受
付
な
ど
全
て
手
作
り
で
し
た
。
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て
団
結
力
が

一
層
強
ま
り
ま
し
た
ね
」
。

当
面
の
目
標
は
、
今
年
九
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
る
二
回

目
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
、
仲
間
を
増
や
す
こ
と
。
「
老
人

ホ

l
ム
な
ど
を
訪
問
し
、
歌
を
通
し
た
交
流
も
進
め
た
い
で
す

ね
」
と
意
気
込
み
十
分
の
草
野
さ
ん
。
コ
ー
ル

・
サ
ン
ゴ
の
明

る
い
笑
顔
と
歌
声
が
町
全
体
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

企草野澄子さん

由盟護憲週圃-歪盟

生
活
習
慣
の
変
化
、
家
電
製
品
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生
活
の
中

で
使
わ
れ
て
き
た
様
々
な
用
具
が
姿
を

消
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
古
物
を

次
の
世
代
に
残
そ
う
と
収
集
し
て
い
る

川
口
竹
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
十
五
年
ほ
ど
前
、
家
を
新
築
し
た
人

た
ち
が
、
以
前
住
ん
で
い
た
家
に
あ
っ

た
古
い
も
の
を
焼
い
て
い
る
の
を
見
か

け、

『も

っ
た
い
な
い
な
あ
』
と
感
じ
た

の
が
収
集
の
き
っ
か
け
で
す
」
と
川
口

さ
ん
。
自
宅
の

二
階
に
は
、
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
使
わ
れ
て
い
た
鉄
瓶
、

火
鉢
、
皿
、
蓄
音
機
、
時
計
、
キ
セ
ル
、

農
機
具
な
ど
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
数
は
千
五
百
点
を
超
え
る
。

「
同
じ
鉄
瓶
で
も
年
代
の
異
な
る
も
の
を

集
め
、
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
。

集
め
始
め
た
頃
は
、
家
を
建
て
替
え
る
人
の
と
こ

ろ
へ
足
を
運
び
譲
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
「
最
近
で

は
、
引
き
取
ら
な
い
か
と
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
ね
。
ま
た
、
小
学
生
が
、
文
化
祭
に

出
品
し
た
い
と
農
機
具
な
ど
を
借
り
に
来
た
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
よ
」
と
川
口
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

世
代
に
よ
っ
て
懐
か
し
く
感
じ
た
り
、
新
鮮
に
映

っ
た
り
す
る
川
口
さ
ん
の
古
物

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
生

活
の
温
も
り
が

残
る
そ
れ
ら
の

品
々
ど
れ
も
が
、

川
口
さ
ん
の
大

切
な
宝
物
な
の

で
あ
る
。

企熱心な練習風景

企川口竹雄さん
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つ
例
い
づ
例
い
に

富
山
県
華
道
連
合
会
常
任
理
事

酒
井

和
佳
子

忙
し
さ
の
な
か
で
ホ
ッ
ど
す
る
ひ
と
と
き
が
あ
リ
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
、

ふ
と
日
々
年
老
い
て
、
幼
く
愛
ら
し
く
変
わ
っ
て
い
く
母
を
思
い
や
る
こ
と
が

あ
リ
ま
す
。
子
育
て
の
頃
の
あ
の
凍
々
し
い
風
貌
は
ど
こ
へ
い

っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
。
そ
れ
は
大
白
然
の
お
導
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

思
い
返
せ
ば
、

A
フ
白
今
、が
し
よ
う
と
思

っ
て
い
る
こ
ど
を
言
葉
に
、出
し
て
言

う
親
に
腹
を
た
て
反
発
し
た
こ
ど
の
数
々
が
械
か
し
く
思
い
虫
さ
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
学
校
か
ら
帰
る
と
来
客
が
あ
り
、
挨
拡
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
家
に

入
る
ど
す
ぐ
に

『
H

こ
ん
に
ち
は
H

は

?
」
ど
い
わ
れ
、
今
し
よ
う
と
思

っ
て

た
の
に
と
腹
を
た
て
た
こ
と
な
ど
。

無
駄
の
な
い
か
と
言
、
ひ
ど
言
は
、

親
が
生
き
て
き
た
長
い
人
生
の
な
か
で

の
尊
い
経
験
か
ら
得
た
も
の
で
、

報
い
を
求
め
ず
に
ひ
た
す
ら
注
、が
れ
る
愛
情

で
あ
る
と
感
じ
た
時
、
有
難
い
と
向
に
し
み
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

が
折
リ
に
触
れ
、
私
の
人
生
の
道
標
ど
し
て
働

き
か
け
て
く
れ
る
昨
今
で
す
。

も
の
の
木
に
よ
れ
ば
、
白
分
は
突
然
ひ
と
リ

で
こ
の
世
に
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
二
十

代
さ
か
の
ぼ
れ
ば
百
方
人
の
親
が
、
三
十
代
で

は
十
億
人
の
親
、が
あ

っ
て
、
今
の
白
今、
が
あ
る

と
い
い
ま
す
。

縁
あ

っ
て
生
け
花
の
道
に
入

っ
て
三
十
年
余

リ
、
親
の
愛
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
過
ご
し
た
頃
が

4月か5業務開始

械
か
し
く
思
わ
れ
ま

す
。
五
十
路
な
か
ば
で

あ
る
今
も
、
親
が
あ

っ

て
本
当
に
幸
せ
だ
ど
痛

感
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
と
さ
ら
老
い
た
母

親
、が
愛
し
く
忠
わ
れ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
物

語

「
コ
l
ネ
リ
ア
の
宝

石
」
に
は
、

「ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
宝
に
も
優
る
宝
は
吾
子
で
あ
る
」
ピ
害

か
れ
て

い
ま
す
、が
、
そ
の
よ
う
に
思
い
な
、が
ら
育
て
て
く
れ
た
親
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
し
た
い
。

人
は
老
い
、
黄
泉
の
旅
路

へ
と
向
か
い
ま
す
が
、
親
の
思
に
報
い
る
こ
と
が

で
き
な

い
の
、が
常
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
ど
、が
中
し
送
リ
ど

いっ

て
し
ま
え
ば
そ

れ
ま
で
で
す
、が
、
親
か
ら
賜

っ
た
教
え
の
数
々
、
尽
さ
る
こ
と
の
な

い
無
償
の

愛
情
、
こ
れ
を
イ
ン
プ

ッ
ト
し
て
時
々
ひ
も
ど
い
て
は
縁
あ
る
人
々
と
の
つ
な

が
り
に
役
立
て
る
こ
と
も
、
親
孝
行
に
行
き
着
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

立
春
も
過
ぎ
、
教
室
の
窓
か
ら
さ
す
陽
ざ
し
が
、
日
ご
と
に
明
る
く
感
じ
ら

れ
る
こ
の
頃
で
す
。
今
日
も
ま
た
、
共
に
学
ぶ
同
志
ど
の
語
ら
い
の
中
で
べ
向

豊
か
な
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
て
い
ま
す
。

ラックスルームを整備し、 心の健康に不安のある人またはリ

ラク ゼーションの方法を身につけたい人を対象に実施 します。

①リラックス体験 (9年4月実施予定)

こころの健康についての理解と、ボディーソニックなどの

ハイテク機器を使ったリラックス状態の体験

②リラックスセミナー (9年7月実施予定)

ストレスマネージメントの科学的かつ簡便な方法として、

自立訓練法等を習得

③ストレスドック (9年7月実施予定)

精神医学、心理学の専門職員による検査やハイテク機器を

使ったストレス度の測定と、それらに基づくストレス対処

法についての助言 ・指導

(2)精神科デイケア事業 (9年4月実施予定)

精神障害者の社会生活機能の回復を目的に、集団および個

別に作業やスポーツ、料理実習、創作活動、音楽、茶道、華

道その他の文化活動などを実施します。

(3)一般診療 (9年 4月実施予定)

保険診療に基づく 一般診療を実施します。

近年、社会生活環境が複雑化し、それに伴うストレス対策や

心の健康づくりが重要な課題となっています。

こうしたなかで、県が富山市崎川地区に移転整備を進めてい

る富山県精神保健福祉センターが 4月から心の健康センターと

して業務を開始します。同センターは、富山県における精神保

健福祉の向上を図るための中核機関です。

コ
精神保健法の改正により精神障害者の福祉施策が新たに付け

加えられたことなどもあり、今回の移転整備を機に同センター

の施設機能の拡充が図られています。

まず、 一般県民のストレス対策や心の健康づくりについて専

門的立場から調査 ・研究し、企画・立案を行うほか、マンパワ

ーを増強して、保健所や福祉事務所などからの技術指導の要請

に応えていきます。

また、精神保健福祉関係者に対しての研修体制を確立し、各

職種に対する研修機会を確保します。

ところの健康づくりの中核施設

施設機能の拡充

県では、これらの事業の推進のほか、現在、心の健康づくり

の指針となる 『こころの健康プラン』の策定を進めており、今

後も積極的に精神保健福祉施策を展開していき ます。1 新規事業の実施t 
新たに次の 3つが事業として加えられます。

(1 )ストレス対策事業 (一般県民対象)

県民の心のオアシス、メンタルヘルスの中核機関としてリ

13 



置圃置駅 州r.l、渦梢
薗E陵ぎ 州凶伊 柿併千。令F 謂.
圃置E宣?州d千。 一一皇里里哩圃
• I 

ah 
司副'

5
月
上
旬
か
ら
県
政
パ
ス
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。

県
政
の
動
き
や
富
山
の
良
さ
を
、
自
分
の
目
で
見
て
、
体
験
し

て
、
感
想
な
ど
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
お
一
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ

や
団
体
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
親
子
の
体
験
学
習
は
、
夏
休
み
に

ど
う
ぞ
。

※
親
子
パ
ス
は
、
小
学
校
3
1
6
年
生
が
対
象
で
す
。

※
参
加
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
入
館
料
な
ど
の
実
費
は
参
加
者
負

担
と
な
り
ま
す
。
(昼
食
持
参
)

詳
し
く
は
、

3
月
中
旬
か
ら
県
庁
窓
口
、
各
地
方
県
民
相
談
室

で
お
配
り
す
る
「
運
行
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

間
合
せ

富
山
県
庁
広
報
課

岡

富
山
市
新
総
曲
輪

1
1
7

8
0
7
6
4
1
引

1
3
1
3
1

高
岡
地
方
県
民
相
談
室
一
T
9
3
3

高
岡
市
赤
祖
父
2
2
1

高
岡
総
合
庁
舎
内
包

0
7
6
6
1
お

l
8
4
0
0

魚
津
地
方
県
民
相
談
室
〒
9
3
7

魚
津
市
新
宿
叩

1
7

魚
津
総
合
庁
舎
内

8
0
7
6
5
1
n
1
9
1
0
0

砺
波
地
方
県
民
相
談
室
干
9
3
3
1
市
砺
波
市
幸
町
1
1
7

砺
波
総
合
庁
舎
内

8
0
7
6
3
1
但

1
8
1
0
0

平
成

9
年

4
月
か

5
消
費
税
率
が

5
%
と
な
り
ま
す
が
、
う
ち

1
%部
分
は
新
設
の
地
方
消
費
税
分
(
都
道
府
県
税
)
で
す
。

地
方
消
費
税
は
、
先
に
実
施
さ
れ
た
住
民
税
減
税
分
等
の
補
て

ん
と
、
福
祉
な
ど
き
め
細
か
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
安

定
し
た
地
方
税
財
源
と
し
て
創
設
さ
れ
、
そ
の
う
ち

2
分
の

1
は

市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
経
過
措
置
に
よ
り
、

9
年

4
月
以
降
の
取
引
で
も
現
行

の
消
費
税
率

(
3
%
)
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

(例一

9
年

4
月

1
目
前
に
領
収
し
て
い
る
旅
客
運
賃
、
映
画
・
演

劇
の
入
場
料
金
等
で
、
そ
の
乗
車
ま
た
は
入
場
等
が

4
月

1
日
以

降
の
場
合
)

間
合
せ
最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は
、

県
庁
税
務
課

8
0
7
6
4
1
糾

1
3
1
7
9

利
賀
少
年
自
然
の
家
で
は
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

l
練
習
会
や
映
画

会
な
ど
楽
し
い
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
ス
キ

l
は
初
心
者
か

5
上

級
者
ま
で
班
別
に
指
導
し
ま
す
。

開

催

日

3
月
辺
日
出

i
幻
日
側

〈
1
泊
2
日
〉

集
合
場
所

3
月
辺
日
出

什
時
叩
分
ま
で
利
賀
少
年
自
然
の
家
に

集
合

(
J

R
富
山
駅
・
高
岡
駅
よ
り
直
通
バ
ス
あ
り
)

2
丹
羽
田
岡

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

1
2
0
名

小
学
校
5
、

内ベ
J
V

募
集
開
始

募
集
定
員

対

象

者

6
年
生

参

加

費

0
0
0
円

(交
通
費
、
リ
フ
ト
代
別
)

準

備

物

等

ス

キ

l
用
具
一
式
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど

(
ス
キ
ー
用
具
は
、
自
然
の
家
で
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。)

申
込
方
法

県
内
の
各
小
学
校
に
用
意
し
て
あ
る
所
定
の
申
込
書
を
郵
送

申
込
み
・
問
合
せ
〒

9
3
9
1
お
東
砺
波
郡
利
賀
村
上
百
瀬
川
刊

富
山
県
利
賀
少
年
自
然
の
家

8
0
7
6
3
1
m
l
2
0
2
6
 

お
り
、
今
年
も
そ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

結
婚
、
誕
生
、
会
社
設
立
な
ど
の
思
い
出
を
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
共

に
太
閤
山
ラ
ン
ド
に
残
し
ま
せ
ん
か
。

日

時

4
月
幻
日
目

午
前
叩
時

募
集
期
間

3
月
引
日
何
ま
で

参

加

料

記

念

植

樹

代

1
本

2
万
円

問
合
せ
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

8
0
7
6
6
1
m
1
6
1
1
6
 

4-.. 

E訟ヨ
可_."

毎
年
、
確
定
申
告
の
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
の
窓
口
が
た

い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
確
定
申
告
書
は
な
る
べ
く
自
分
で
記
入
し
、

早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
所
得
税
、
贈
与
税
、
住
民
税
、
個
人
事
業
税
の
申
告
期
限
は

「
3
月
行
日
』
で
す
。

O
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人
は

①
事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
所
得

14 

中
央
植
物
園
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ラ
ン
の
文
献
紹
介
を
兼
ね
て
、

ラ
ン
の
分
類
・
形
態
・
育
種
な
ど
を
写
真
や
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

時

2
月
初
日
働

1

3
月
初
日
日

午
前

9
時

i
午
後

5
時

富
山
県
中
央
植
物
園
サ
ン
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル

富
山
県
中
央
植
物
園

8
0
7
6
4
1
m
l
4
1
8
7
 

日場

所

問
合
せ

年
金
教
育
資
金
貸
付
は
、
厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
が
、
子
弟
(
本
人
を
含
む
)
の
教
育
に
必
要
な
資

金
と
し
て
、
役
立
て
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

貸
付
対
象
者

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
・
大
学
院
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
予
備
校
等
に
入
学
ま
た
は
在
学
す
る
者

の
保
護
者
ま
た
は
本
人
で
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
ま
た
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期
聞
が
叩
年
以
上
あ
る
方

融
資
限
度
額
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

1
0
0
万
円

国
民
年
金
の
被
保
険
者
切
万
円

利

率

固

定

金

利

で

年

引

%

(平
成

8
年
也
月
什
日
現
在
)

返
済
期
間

8
年
以
内

申
込
み
・
間
合
せ

社
団
法
人
富
山
県
年
金
住
宅
福
祉
協
会

8
0
7
6
4
1
2
1
1
2
6
6
 

も
し
く
は
、

国
民
金
融
公
庫
富
山
支
庖

H

高
岡
支
庖

8
0
7
6
4
l
引

ー

1
1
9
1

8
0
7
6
6
l
お

l
1
7
1
1

4
月

1
日

ωか
5
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
が
、
と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
内
に
移

転
し
ま
す
。

が
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
に
該
当
す
る
よ
う
な
人

.
給
与
収
入
が

2
千
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
初
万
円

を
超
え
る
人

・
給
与
を

2
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
た
人

。
贈
与
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、
贈
与
を
受
け
た
財
産
額
が

印

万
円
を
超
え
る
人
な
ど
で
す
。

O
住
民
税
、
個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
税
務
署
へ
提
出
す
れ
ば
、
市
町
村
、
県
へ
の
申
告
は
不
要
で

す
。

-
消
費
税
の
申
告
期
限
は

『
3
月
引
日
』
で
す
。

O
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、

①
平
成
6
年
分
の
課
税
売
上
高
が

3
千
万
円
を
超
え
る
個
人
事

業
者

②
課
税
事
業
者
の
選
択
を
し
た
個
人
事
業
者

な
ど
で
す
。

手
続
き
そ
の
他
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は
県
税
事

務
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

富山市新総曲輪 1-7(県庁内) 三
台 (0764)31-4111附 =

31 -3131 (県民相談電話)::
FAX 44 -3300 (県朗読ファックス)言

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父 211 (総合庁舎内) ::
ft(0766) 21 -941 1附 言

魚津地方県民相談室 魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)言
ft(0765) 24 -531 1側 三

砺波地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内) 三
合(0763)33 -5151側 三

・物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ 言
さしioft(0120) 16 -7400 (県庁県民生活課内) 言
・消費生活については 言
消費生活センター
富山市安住町アー18 安住町第一生命ビル内 言
く一般相談は〉 公 (0764)32 -9233 三
く金融相談は> ft(0764) 33 -3252 言

消費生活センター高岡支所 三
高岡市本丸町 7-1本女l会館内 包(0766)25 -2777 :: 
・交通事故については
富山県交通事故相談所東別館 1階 E 
ft(0764) 31 -41 1 1 内4400 言
・相談 110番 三
家庭問題・悪質商法・覚せい剤など、どんな相談にも 圭

応じます。ヨ二 ワルイヒトナシ 三
ft(0764) 42 -0 1 1 0 三
・シルバー 110番 三
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総 呈
合相談センター
富山市舟橋南町 5-14 社会福祉会館内 言
合 (0764)41 -4110 
・よい子の育児電話相談 室
子育てに関して心配や悩みはありませんか。どん怒と 言
とでもお気軽にお電話ください。
まま(0764)33 -4150 (県庁生涯学習室内) 三

即時 タトニユ=司 i
見て、聞いて、ご意見をお寄せください。 -

・テレビ広報
・チューリ ップテレビ毎週土曜日 AM7:00 ~ 7:15 = 
i13¥るさとトークj

・富山テレビ毎週日曜日 AM9・00~ 9:30 :: 
il12万人のひろばークイズ/フォー力ス・インJ 三

国北日本放送毎週日曜日 AM11・00~ 11 :30 :: 
「こんにちは富山県ですj

3/2 知識の宝庫を楽しむ -
3/9 応援します lあ芯たの希望 三
3/ 16 我がまちふるさと自慢 ~井口村~ 三
3/23 いい歯力ム力ムすこやか富山 言
3/30 住みたい県へ 1平成 9年度予算 三

・ラジオ放送
.FMとやま「ふれあいホットライン」 言

県内苔地からホット芯話題をクUア芯サウンドでお 言
とどけします。 三
毎週月~金曜日 AM9:50 ~ 9:55 言

・新聞広報 室
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日 言

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 テレ =
ビの街頭献血案内等でご確認下さい。 =

οマリ工とやま B階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日(年 三
末年始、マリ工休館日を除く)献血を受け付けています。 三
受付時間 全血献血 10 ∞~1 2 . :::む 14: ∞ ~ 1 8 ∞ 三

成分献血 10 ∞~12 ∞ 14 ∞~ 17. 3J 三
。マリ工献血ルーム (TEl0764-45 -4500) = 
血 波センター (TEl0764-51 -5555) 言

みなさんの相談窓口

-県政について
県民相談室

干

9
3
0
1
mw

魚
津

砺
波大

型
す
い
星
「
ヘ

l
ル
・
ポ
ッ
プ
す
い
星
」
が
地
球
に
接
近
す

る
4
月

1
日

ωか
ら
4
月
6
日
制
ま
で
、
す
い
星
観
察
の
た
め
の

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
実
施
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

す
い
星
観
察
の
た
め
に
は
、
地
上
の
光
で
星
が
見
え
に
く
く
な

る
と
い
っ
た
「
光
害
(
と
う
が
い
と
の
な
い
環
境
が
必
要
で
す
。

不
必
要
な
屋
外
照
明
を
控
え
(
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
)
、
星
空
に
や
さ
し

い
環
境
で
す
い
星
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
参
加
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
県
庁
環
境
保
全
課

2
0
7
6
4
1
糾

1
3
1
4
5

-
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

移
転
場
所
と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

1
階

(富
山
市
湊
入
船
町

6
番
7
号
)

業
務
内
容
消
費
生
活
相
談

8
0
7
6
4
1
辺

1
9
2
3
3

消
費
者
金
融
相
談
窓

0
7
6
4
1
お

1
3
2
5
2

商
品
比
較
テ
ス
ト
啓
発
講
座
な
ど
の
開
催
な
ど

問
合
せ
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4

犯

1
2
9
4
9

・
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

移
転
場
所
と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

2
階

業
務
内
容
就
業
相
談
や
内
職
の
斡
旋

技
術
講
習
会

(介
護
・
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
)

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
1
担

1
0
2
3
4
(4
月
以
降
)

問

合

せ切
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
で
は
、
「
み
ど
り
の
日
」
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
平
成
元
年
か
ら
毎
年
記
念
植
樹
を
行
っ
て

日曜日 献血場所 時間

12 土 富山アピタ前 1 O:OO~ 16:30 

13 日 黒部メルシ一前 10 :00~16・00

19 土 J円高岡駅 10 ・00~ 16:00

20 日 富山西武前 1 O :OO~ 16:30 

29 火 コスモタウンジャスコ砺波庖前 1 O:OO~ 16:00 

15 

4月街頭献血日程平成
9年



ア
パ
j
E
P
退
去
佐
川
の

修
繕
費
の
A

只
担

uu-
ア
パ
ー
ト
退
去
時
の
修
繕
費
は
ど
こ
ま
で
負
担
し
な
け
れ

日

午

、は
な
ら
な
い
の
で
す
か
?

ま

た

、
入
居
時
に
支
払

っ
た

敷
金
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か

?

~句、!

ま
ず
は
、
入
居
し
た
際
の
契
約
書
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。一

般
的
に
言
う
と
、
借
主
に
は

「
善
良
な
る

管
理
者
の
注
意
義
務
」
と
「
原
状
回
復
義
務
」
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
借
主
が
煙
草
の
焼
け
焦
げ
を
つ
く

っ
て
し
ま

っ
た
な
ど
、

不
適
切
な
使
用
で
汚
し
た
り
傷
つ
け
た
り
し
た
場
合
は
、
借
主

が
修
繕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
畳
が
日
に
焼
け
て

黄
色
く
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
通
常
の
使
い
方
で
生
ず
る
劣

化
・
摩
耗
に
つ
い
て
の
修
繕
費
は
、
家
質
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
家
主
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
換
気
扇
や
配
水

パ
イ
プ
な
ど
は
貨
貨
物
の
付
属
品
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
劣
化
に

つ
い
で
も
借
主
に
負
担
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
契
約
書
の
中
に
退
去
時
の
経
費
負
担
に
つ
い
て
特

別
な
約
束
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
特
約
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
リ
ま
せ
ん
。

敷
金
に
つ
い
て
は
、
家
藁
そ
の
他
契
約
上
の
債
務
を
担
保
す

る
た
め
に
、
借
主
が
家
主
に
受
付
す
る
金
銭
で
す
か
ら
、
契
約

が
終
了
し
て
ア
パ
ー
ト
を
明
け
渡
し
た
後
は
、
返
還
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
す
。
し
か
し、

借
主
に
家
賓
の
不
払
い
や
修
繕
費
な

ど
の
支
払
義
務
が
あ
れ
ば
、
敷
金
か
ら
こ
れ
ら
を
差
し
引
い
た

残
金
を
返
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

間
も
な
く
卒
業
や
入
学
、
就
職
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
ア
パ

ー
ト
を
借
リ
た
リ
退
去
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

集
貨
借
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
契
約

を
結
ぶ
際
に
、
契
約
期
間
・
家
貨

・
更
新
料
の
有
無

・
敷
金
の

清
算
方
法
・
原
状
回
復
の
範
囲
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
と
と
も

に
、
約
束
事
は
す
べ
て
書
面
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

7 
大切胞がら
よーく誌は?か

ラ毛~怒し1ミ
~ちしく

¥示制もしお/

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(目
)
2
7
7
7

(白

)
9
2
3
3
、

手
作
り
の
温
も
り
を
嫡
様
に

神
衣
祭

------一〉一一

16 

-R今
、
日
本
に
は
世
代
を
超
え
た
音
楽
が

な
い
と
い
わ
れ
る
。
特
大
ヒ

ッ
ト
曲
が

次
々
に
生
ま
れ
る
一
方
で
、
年
配
の
人
々

に
と

っ
て
は

T
R
F
、
ミ
ス
チ
ル
と
い
わ

れ
で
も
、
?
の
世
界
で
あ
る
。

中
南
米
で
大
喝
采
を
浴
び
た
東
洋
の
ラ

テ
ン
集
団
、
ス
キ
ヤ
キ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
彼
ら
の
青
空
に
溶
け
込
む
よ
う
な
サ
ウ

ン
ド
こ
そ
、
若
者
は
お
ろ
か
、
じ

い
ち

ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
踊
り
だ
し
た
く
な
る
、
超
世
代
音
楽
な
の
だ
。

(K
)

*
学
生
時
代
、
旅
先
で
挑
戦
し
た
乗
馬
ツ
ア
ー
。
簡
単
な

説
明
の
後
、
急
な
山
道
を
馬
に
乗

っ
て
歩
い
た
の
だ
が
、

な
だ
ら
か
な
と
こ
ろ
で
突
然
馬
が
暴
走
し
、
カ
ー
ブ
で
振

り
落
と
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
経
験
か
ら
か
、
朝

日
ラ
イ
デ
イ
ン
ク
パ
ー
ク
で
乗
馬
を
勧
め
ら
れ
た
も
の
の
、

始
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
と
は
言
い
つ
つ
も
、
馬
の
瞳
は
大

好
き
な
私
。
実
は
何
度
も
同
パ
ー
ク
を
訪
れ
て
い
る
。

(I
)

女
今
月
の

〈
祭
事
記
〉

に
登
場
し
て
い
る

〈
嬬

》
と
い

う
変
わ

っ
た
字
を
書
く
女
神
さ
ま

『
婦
尊
像
』。

地
元
で

は
、
万
物
創
造
の
神
と
し
て、

ま
た
立
山
開
祖
の
母
と
し

て
熱
い
信
仰
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
昔
、
男
尊
女
卑
と
も

い
う
べ
き
風
潮
に
よ
り
、
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
成
仏
し

に
く
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
女
性
達
に
と

っ
て
、

こ
の
女
神
さ
ま
に
す
が
る
思
い
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

(A
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真

を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 

センチ)でプレゼン卜します。希望される
方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込
みください。平成9年4月24日消印有効です。

富
山
県
広
報
課

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

3
月
号
係
あ
て

ロ
凶同

凶同凶団凶円〕氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

年
齢

(
立
山
町
芦
餅
寺
)

え

ん

ま

う

ぱ

(

毎
年
三
月
十
三
日
、
立
山
町
芦
峨
寺
で
は
閤
魔
堂
に
鎮
座
す
る
婦
尊
像
の
お
召
し
も
の
を

か
ん
み
そ
さ
い

取
り
替
え
る
女
人
だ
け
の
儀
礼
「
神
衣
祭
」
が
行
わ
れ
る
。

儀
礼
当
日
の
朝
、
地
区
の
婦
人
会
役
員
を
中
心
と
し
た
約
四
十
人
が
閤
魔
堂
に
集
ま
り
、
新
し

き
ょ
う
か
た
び
ら

い
経
惟
子
や
帽
子
、
腰
ひ
も
を
晒
し
木
綿
で
約
二
時
間
か
け
て
縫
い
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

こ
み
ち

を
携
え
て
ま
だ
雪
深
い
立
山
杉
の
小
径
を
、
触
れ
太
鼓
を
先
頭
に
行
列
を
つ
く
り
、
雄
山
神
社
境
内

か
い
さ
ん

じ
こ
う
し
よ
う
に
ん

に
あ
る
開
山
堂
へ
と
向
か
う
。
そ
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
慈
興
上
人
座
像
の
前
で
、
経
惟
子
は
神
主
の

お
誠
い
を
受
け
、
再
び
婦
人
た
ち
に
よ
り
閤
魔
堂
へ
と
運
、
ば
れ
る
。
そ
こ
で
婦
人
た
ち
は
、
嬬
尊
像
の
お
百
し
も
の
を
丁
寧
に
取
り
替

え
、
住
職
が
読
経
し
て
儀
礼
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。

お
ん
ぱ

古
く
か
ら
女
人
禁
制
と
さ
れ
て
き
た
立
山
。
江
戸
時
代
か
ら
「
綿

。々章
。

様
」
を
奉
っ
た
婦
堂
は
、
極
楽
世
界
ヘ
生
ま
れ
変
わ
り
た
い
と
い
う

女
性
の
切
実
な
願
い
を
か
な
え
る
霊
場
で
あ
っ
た
。
戦
前
ま
で
は
、

六
十
一
歳
以
上
の
女
性
た
ち
が
、
旧
暦
の
一
月
八
日
か
ら
麻
を
紡
ぎ

始
め
て
二
月
五
固
ま
で
に
経
惟
子
を
作
り
、
二
月
九
日
に
お
百
し
替

え
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
は
芦
併
の
里
に
一
面
の
麻
畑
、が
あ
り
、

麻
が
採
れ
た
感
謝
も
込
め
て
織
り
あ
げ
た
と
い
う
。
昭
和
二
十
年
頃

か
ら
地
区
の
婦
人
会
役
員
が
引
き
継
い
だ
こ
の
行
事
は
、
現
在
も
重

要
な
年
中
行
事
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。

春
の
兆
し
が
感
じ
始
め
ら
れ
る
頃
、
手
作
り
の
新
し
い
お
召
し
も

三
月

企 お百しものを手に開山堂へ

の
を
焔
様
に
無
事
お
供
え
で
き
る
こ
と
が
、
こ
の
地
に
住
む
女
性
た

ち
の
心
を
何
よ
り
も
和
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。



者E道代化のシンポ

こ
の
た
び
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
新

た
に
「
文
化
財
登
録
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
近
年
の
都
市
開
発
な
ど
に
よ
り

消
滅
の
危
機
に
さ

5
さ
れ
て
い
る
近
代
の
建
造

物
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
、
同
制
度

に
基
づ
き
県
内
か
5
4
件
が
「
登
録
有
形
文
化

財
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

清水間配水塔資料館(旧配水密)
高岡市清水町 1・7・30

昭和 6年に市内の水源用につくられた

配水塔。平成 5年からは資料館として、

通水当時の工具などを展示している。

~霊録有形文化財に県内か54件が霊録~

高
岡
商
工
会
議
所
伏
木
支
所

(
旧
伏
木
銀
行
)

高
岡
市
伏
木
湊
町
7
・

ー

明
治
何
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
伏
木
銀
行
の
建

物
。
二
階
建
て
の
土
蔵
造
り
に
洋
風
の
意
匠
が

ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

県
広
報
と
や
ま

企
画
発
行
富
山
県
企
画
部
広
報
課

富
山
市
新
総
曲
輪
l
'
7

宮
引
・
3
1
3
1

(県
民
相
談
電
話
)

F

A
X
M叩
3
3
0
0
(
県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス
)

入善問芸術の森アートスペース(旧末日発電所)
入善町下山 364-1

大正15年に建てられた水力発電所。黒部川の河岸

段丘を利用した小型発電所で、平成 7年からは美術館

として生まれ変わっている。

井

波

聞

物

産

展

示

館

(

旧

井

波

駅

舎

)

井
波
町
北
川
邸

昭
和

9
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
加
越
線
の
井

波
駅
舎
。
設
計
、
施
工
は
、
瑞
泉
寺
も
手
が

け
た
井
波
大
工
の
名
匠
、
松
井
角
平
。
寺
院

風
の
駅
舎
は
全
国
で
も
珍
し
い
。

印
刷

側
チ
ユ
i
工
ツ


